
【
支
所
機
能
の
強
化
策
に
つ
い
て
】

益
田
　
市
長
の
公
約
に
あ
る
支
所
の
機

能
強
化
策
の
内
容
と
は
。

市
長　

支
所
長
に
は
予
算
要
求
す
る
権

限
を
付
与
し
、
地
域
の
重
点
課
題
・
要

望
を
支
所
で
対
応
で
き
る
体
制
と
し
た

い
。

【
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
】

益
田
　
天
草
市
に
は
本
渡
と
牛
深
地
区

に
都
市
計
画
区
域
が
あ
る
。
こ
の
区
域

内
に
居
住
す
る
人
に
は
、
所
有
す
る
固

定
資
産
に
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

る
。
こ
の
課
税
地
域
に
居
住
す
る
住
民

に
は
不
公
平
感
が
あ
る
。
税
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
も
、
こ
の
税
制
の
内
容

を
検
討
す
べ
き
だ
が
。

建
設
部
長　

こ
の
税
に
不
公
平
感
を
持

っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
現
在
、
都
市
計
画
検
討
会

に
て
都
市
計
画
事
業
・
財
政
等
の
見
通

し
・
他
市
町
の
現
状
調
査
・
分
析
を
し
、

今
後
の
こ
の
税
制
の
在
り
方
、
課
税
の

範
囲
等
、
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。
早

い
時
期
に
方
針
案
を
ま
と
め
た
い
。

【
都
市
計
画
道
路
・
鬼
塚
〜
牛
深
港
線

に
つ
い
て
】

益
田
　
こ
の
路
線
は
計
画
か
ら
相
当
の

年
月
が
経
過
し
て
い
る
上
、
地
域
の
要

望
も
か
な
り
強
い
。
早
期
着
工
の
為
に

も
地
域
住
民
へ
の
詳
し
い
プ
ラ
ン
の
提

案
と
説
明
が
不
足
し
て
い
る
。
今
後
の

取
り
組
み
を
説
明
願
い
た
い
。

建
設
部
長　

こ
の
路
線
は
平
成
20
年
８

月
「
熊
本
県
都
市
計
画
見
直
し
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
調
査
で
「
存
続
」

と
な
っ
た
。
こ
の
道
路
は
、
県
道
で
あ

り
、
県
に
は
計
画
的
整
備
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、「
天
草
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
て
こ

の
路
線
の
計
画
的
整
備
を
図
る
と
し
、

今
後
も
県
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
住

民
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

赤
木 

日
本
創
生
会
議
が
示
し
た「
消
滅

可
能
性
都
市
」の
推
計
予
測
と
評
価
は
。

総
合
政
策
部
長　

将
来
推
計
人
口
が
減

少
の
状
態
に
あ
り
評
価
で
き
る
。
特
に

20
歳
〜
39
歳
の
若
年
女
性
が
減
少
す
る

限
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。

赤
木
　
若
年
層
の
地
方
か
ら
大
都
市
へ

の
「
地
域
間
移
動
」
に
つ
い
て
の
影
響

と
今
後
の
予
測
は
。

総
合
政
策
部
長　

平
成
22
年
の
国
勢
調

査
で
、
30
歳
〜
34
歳
を
例
に
取
れ
ば
こ

の
年
代
が
10
歳
〜
14
歳
の
時
は
8
，

2
5
6
人
い
た
も
の
が
、
20
歳
〜
24
歳

の
時
に
は
61
％
減
の
3
，2
5
1
人
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
若
年
層
の
地
域

間
移
動
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。

赤
木 

地
元
で
暮
ら
し
や
す
い
子
育
て
総

合
的
支
援
策
拡
充
の
考
え
を
う
か
が
う
。

健
康
福
祉
部
長　

保
育
環
境
の
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
や
保
育
料
徴
収
基
準
の
見
直

し
、
子
ど
も
医
療
費
を
10
月
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
拡
充
す
る
な
ど
の
施
策
を

行
う
。

赤
木
　
天
草
地
域
の
雇
用
環
境
の
現
状

と
非
正
規
社
員
の
実
態
は
。

経
済
部
長　

県
内
で
も
天
草
管
内
の
有

効
求
人
倍
率
は
低
く
、
非
正
規
社
員
は

4
割
前
後
占
め
、
低
賃
金
労
働
者
の
増

加
を
懸
念
し
て
い
る
。

赤
木
　
平
成
24
年
3
月
議
会
で
提
案
し

て
い
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
専
用
の
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
検
索
シ
ス
テ
ム
が
、
今
年
9
月

か
ら
全
国
の
地
方
自
治
体
に
も
設
置
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
導
入

と
利
用
開
始
時
期
を
う
か
が
う
。

経
済
部
長　

職
業
紹
介
事
業
を
行
う
自

治
体
に
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
制
度
が
開
始

さ
れ
た
。「
求
人
提
供
端
末
」
と
「
デ

ー
タ
提
供
」
の
２
方
式
が
あ
り
、
来
年

9
月
の
導
入
を
目
指
し
た
い
。

赤
木
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
登
録
事
業
」
は

乳
幼
児
を
抱
え
る
保
護
者
が
、
外
出
中

に
授
乳
や
オ
ム
ツ
替
え
が
気
軽
に
で
き

る
よ
う
に
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

も
の
で
、今
後
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

近
年
全
国
的
に
広
が

っ
て
お
り
、
利
用
者
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
目
印
と
な
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布

等
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
、
公
共
施

設
に
も
活
用
で
き

な
い
か
推
進
を
図

っ
て
い
く
。

支
所
機
能
の
強
化
策
・
都
市
計
画
税
・

牛
深
の
都
市
計
画
道
路
「
鬼
塚
牛
深
港
線
」
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
よ
る
影
響
と
課
題
等
に
つ
い
て

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
登
録
事
業
」
の
導
入

赤木武男
議員

益
田

益
田

赤
木

赤
木

赤
木

赤
木

赤
木

赤
木

【
道
の
駅
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
全
国
で
道
の
駅
は
1
，0
3
0

駅
、下
天
草
は
０
駅
。「
う
し
ぶ
か
海
彩

館
」「
愛
夢
里
」の
可
能
性
と
下
田
国
民

宿
舎
跡
地
に
新
設
の
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

海
彩
館
と
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
す
﨑
津
集
落
近
く
に
（
富
津
体
育
館

解
体
跡
地
を
中
心
と
し
た
場
所
）
整
備

予
定
の
観
光
拠
点
施
設
で
、
平
成
27
年

度
中
の
登
録
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。五
和
の「
仮

称
イ
ル
カ
セ
ン

タ
ー
」
も
登
録

を
視
野
に
整
備

予
定
。
下
田
地

区
も
有
力
な
候

補
地
と
考
え
る

が
天
草
町
全
体

を
考
慮
し
た
中

で
検
討
し
て
い

く
。

【
日
本
で
一
番
夢
の
あ
る
ト
イ
レ
、
清

潔
で
充
実
し
た
天
草
市
を
目
指
す
為
の

方
策
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
天
草
市
管
理
ト
イ
レ
は
2
1
5

施
設
あ
る
。
誘
導
統
一
看
板
は
出
来
な

い
か
。子
ど
も
達
の
作
品
を
取
り
入
れ
、

清
潔
で
夢
の
あ
る
ト
イ
レ
を
目
指
す
た

め
の
方
策
。

観
光
文
化
部
長　

誘
導
看
板　

視
覚
的

に
す
ぐ
に
ト
イ
レ
と
分
か
る
表
示
を
取

り
入
れ
た
い
。
子
ど
も
達
の
作
品
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
計
画
し
て
い
な

い
が
、
子
ど
も
達
を
含
め
住
民
の
方
の

考
え
や
感
性
を
活
か
す
方
法
を
考
え

る
。
ト
イ
レ
清
掃
は
極
力
地
域
に
管
理

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

【
首
海
岸
の
避
難
港
に
つ
い
て
】

浜
崎
　
魚
貫
崎
漁
港
区
域
の
拡
大
見
直

し
を
行
い
、
長
年
の
悲
願
で
あ
る
首
海

岸
の
避
難
港
実
現
を
今
回
こ
そ
何
が
な

ん
で
も
達
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

経
済
部
長　

国
土
交
通
省
、
農
林
水
産

省
と
協
議
を
行
う
。
協
議
終
了
後
、
農

林
水
産
省
へ
漁
港
区
域
の
変
更
許
可
申

請
を
行
い
、
許
可
後
、
海
岸
保
全
施
設

の
所
管
換
え
の
手
続
き
を
行
う
。

市
長　

変
更
に
つ
い
て
は
、
可
能
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。
事
務
手
続
き
に

３
年
程
度
、
さ
ら
に
予
算
獲
得
〜
事
業

完
了
ま
で
概
ね
５
〜
６
年
程
度
必
要
。

前
向
き
に
検
討
す
る
。

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
・「
ト
イ
レ
」
に
つ
い
て

避
難
港
（
魚
貫
町
・
首
海
岸
）

浜﨑昭臣
議員

益田政昭
議員

市
長

建
設
部
長

益
田

建
設
部
長

く
び

く
び

道の駅

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

経
済
部
長

観
光
文
化
部
長
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浜
崎
　
現
在
、
公
共
の
土
地
は
ど
の
く
ら

い
所
有
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
利
活
用
で

き
る
土
地
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

総
務
部
長　

行
政
財
産
は
、
３
万
２
，３

９
７
筆
、２
，４
８
５
万
㎡
。普
通
財
産
４
，

３
６
７
筆
、
３
，０
４
６
万
㎡
。
利
活
用

で
き
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
処
分
等
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

浜
崎
　
住
民
か
ら
利
用
・
購
入
し
た
い
土

地
の
問
い
合
わ
せ
に
公
募
を
行
う
べ
き
。

総
務
部
長　

市
民
に
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
。

浜
崎
　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
実
態
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
有
害
鳥

獣
の
被
害
状
況
は
。

経
済
部
長　

平
成
25
年
度
は
、
５
，４
１

７
頭
。有
害
鳥
獣
の
被
害
額
は
、稲
、果
樹
、

野
菜
等
合
わ
せ
て
３
，０
４
８
万
円
。
車

の
衝
突
も
聞
い
て
い
る
。

浜
崎
　
狩
猟
免
許
の
受
験
者
数
と
合
格
者

数
と
狩
猟
者
登
録
者
数
は
。

経
済
部
長　

平
成
25
年
度
＝
受
験
者
45

人
、
合
格
者
43
人
、
登
録
者
１
９
４
人
。

浜
崎
　
水
産
物
の
価
格
は
、
水
揚
げ
時
の

鮮
度
に
か
か
っ
て
い
る
。
鮮
度
を
保
つ
た

め
の
保
管
施
設
が
必
要
で
は
。

経
済
部
長　

鮮
度
保
持
施
設
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。

浜
崎
　
熊
本
県
で
、
最
大
の
水
揚
げ
を
誇

る
水
産
基
地
牛
深
を
天
草
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
か
。

経
済
部
長　

重
要
な
基
幹
産
業
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。

浜
崎
　
水
産
加
工
品
（
サ
バ
節
・
い
り
こ

等
の
ダ
シ
の
元
）
は
、
世
界
に
誇
れ
る
商

品
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
、
既
存
商
品
及

び
新
商
品
の
開
発
、
ア
ピ
ー
ル
は
行
っ
て

い
る
か
。

経
済
部
長　

商
品
開
発
支
援
制
度
を
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
。

浜
崎
　
再
生
可
能
・
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
視
点
を
変
え
て
、
資
源
の
有
効
活

用
を
す
る
こ
と
が
雇
用
を
生
み
出
す
。
天

草
の
宝
「
水
産
加
工
残
渣
等
」
を
肥
料
や

餌
料
と
し
て
再
利
用
し
、
生
命
を
育
む
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

経
済
部
長　

実
施
団
体
が
あ
れ
ば
支
援
す

る
。

浜
崎
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
、
農

林
水
産
の
活
性
化
を
含
む
資
源
の
循
環
型

社
会
の
構
築
に
寄
与
で
き
る
。
天
草
市
の

構
想
は
あ
る
の
か
。

経
済
部
長　

将
来
目
指
す
べ
き
選
択
肢
の

一
つ
。

浜
崎
　
天
草
市
の
基
幹
産
業
か
ら
で
る
産

業
廃
棄
物
を
宝
物
と
し
て
位
置
付
け
、
有

効
活
用
す
る
よ
う
、
担
当
課
を
置
き
、
発

想
の
転
換
を
求
め
る
。

経
済
部
長　

各
関
係
者
で
協
議
す
る
場
を

持
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
担
当
課
は
置

か
な
い
。

公
共
の
土
地
利
活
用
・
鳥
獣
被
害
の
実
態
・
水
産
業
の
振
興
対
策

・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎
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長
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部
長

経
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長

経
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長

経
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長

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

経
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部
長

経
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部
長


